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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・庶務より連絡あり。

手指消毒液は、在庫が無い状態ですが、入荷してもポンプはつかない為、そちらは破棄せずにそのまま再利用するようにして下さい。また、先日、除菌電解水を分けて貰う事が出来たと連絡しましたが、そちらも在庫がなくなりました。
・2020年4月20日に予定していた春の会についてですが、
新型コロナウイルス感染症が全国で拡大している為、
今回はやむなく中止することが決定しましたのでお知らせします。
※ご不明な点などありましたら、行事運営委員会へお問い合わせください。
・4月30日部署懇談会があります。

・青陽館にて作業療法士の学生が実習予定。
　期間→4月13日（月）から8週間。
＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。
＜利用者様情報＞

デイケア
・岩渕　さおり様～訪問看護師より情報提供がある。昨年7月に見学、体験利用を実施したが婦人科疾患で通院、経過観察の必要があり、利用には至らなかった。婦人科疾患の経過良好であり、再度本人より、体験利用の希望がありエアロビクスに興味があるとの事で4/13（月）11時から体験利用予定としている。
・繁名　和恵様　～来所して早々に表情をしかめて、「お腹痛い。下痢をしている。」と話している。昨夜から今朝までの水分摂取量と食事摂取量を確認すると、夕飯を16時30分頃に食べ、空腹の為19時に再び食べたとの事で1日4食になり、消化不良を起こしている可能性を伝え、夕食の時間を見直してはどうか助言している。返答はするが、カロナール錠やジアゼパムは下痢に効果があるかと質問があり、下痢は止まらない無い事を伝えると、帰宅要求が聞かれる。椅子に座り、様子を見るように伝えるがトイレに立ち歩き、落ち着きがなく、自らグループホーム世話人へ状態を伝え、早退している。
・馬場　勝美様　～特定相談員　森氏より情報提供がある。本人の入居中の施設から連絡があり、新型コロナウイルス感染対策として施設外に外出しない事に決まり、期間未定で当面の間デイケアを欠席するとの事。利用再開時は連絡を頂く事としている。
・根地戸　恵様　～3月より新型コロナウイルス感染予防とデイケア利用を拒否しており、長い期間デイケアを欠席している。母様が4月の診察で主治医へ今後の利用について相談すると話していた為、母様に電話をしている。主治医からはデイケアを続けるように話があったものの、本人は交際相手と過ごす事を希望し、「行きたくない。」と話しているとの事。母様は交際が順調な時は良いが、上手くいかなくなった際にデイケアが必要と感じてくれれば良いと言い、4月いっぱいは欠席とし様子を見ると話している。また、何かあった際は電話する事とし、終話している。

デイナイトケア
・馬渡　武光様　～朝のミーティング開始直前に特定利用者様(古舘正行様)が床に寝そべって傾眠しており、馬渡様が声掛けで起こそうとする。その際に反応が無く特定利用者様(古舘正行様)の腕をやや強引に引っ張り起こそうとしており、スタッフが介入している。特定利用者様(古舘正行様)はその後すぐに起き上がり不快感を示すことなくトラブルに至っていないが、怪我やトラブルに繋がる行動であり不適切であるということを伝え振り返りを行っている。
ショートケア
特記無し。
